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浄
土
真
宗
の
祖
・
親
鸞
の
伝
記
物
語
は
、
い

か
に
し
て
誕
生
し
変
容
し
て
き
た
の
か
。鎌

倉
時
代
か
ら
近
世
の
出
版
メ
デ
ィ
ア
、
近
代

文
学
と
の
関
わ
り
ま
で
時
代
を
追
っ
て
読
み

解
く
。
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語
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物
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鸞
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願
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蓮
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本
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陀
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祖
師
は
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鸞
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専
修
寺
真
慧―

も

う
ひ
と
つ
の「
全
国
的
教
団
」

第
四
章
　
真
宗
流
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス―

室
町
後
期
か
ら
江
戸
前
期

　

１
花
開
く
親
鸞
伝―

注
釈
書
か
ら
古
浄
瑠
璃
ま
で
／
２
「
真
宗
門
徒
の
常

識
」
の
成
立―

知
の
受
け
皿
の
形
成
／
３
古
浄
瑠
璃―

門
流
的
親
鸞
伝
か

ら
の
脱
却
／
４『
御
伝
鈔
』注
釈
書―

隠
さ
れ
た
意
味
を
求
め
て
／
５『
御
伝

照
蒙
記
』―

「
正
し
い
解
釈
」と「
正
し
い
史
実
」／
６
親
鸞
物
浄
瑠
璃
上
演
禁

止―

本
願
寺
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
／
７
二
十
四
輩
伝
承―

ヒ
エ
ラ
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絵
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に
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本
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版
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／
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／
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仮
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／
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仮
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／
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／
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戸
と
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の
連
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歴
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塩
谷
菊
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え
ん
や　

き
く
み
）

一
九
五
七
年
、神
奈
川
県
生
ま
れ
。一
九
七
九
年
、早
稲
田
大
学
第
一

文
学
部
日
本
文
学
科
卒
業
、一
九
九
七
年
、和
光
大
学
人
文
学
部
文

学
科
専
攻
科
修
了
。二
〇
〇
三
年
、早
稲
田
大
学
に
て
学
位
取
得　

博
士（
文
学
）。現
在
、同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
所
員
。

編
著
：
単
著
に『
真
宗
寺
院
由
緒
と
親
鸞
伝
』『
語
ら
れ
た
親
鸞
』『
石

山
合
戦
を
読
み
直
す
』、共
編
著
に
、『
大
系
真
宗
史
料　

伝
記
編
１

　

親
鸞
伝
』『
大
系
真
宗
史
料　

伝
記
編
２　

御
伝
鈔
注
釈
』『
大
系

真
宗
史
料　

伝
記
編
３　

近
世
親
鸞
伝
』ほ
か
。論
文
多
数
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